
，、 、十 0 ・， "';-，τ "-，，.~ '!" 引'I~. ，なら 1 ..j"!.'"f' 月吋ど可〆、世?，.i..~'.H.::.~'‘-;.~~...t'.;~~"~::M，o;続出ば込ι屯ミp.:l.，:.'lf-晶子扱蛍担多・0 州沖日‘吋 >:，.. .fI.;::もぷi.‘鳴館議i沌

49 

サドにおけるまなざしの問題1)

宮本陽子

Sade dans l'empire du regard2) 

Yoko MIYAMOTO 

。

ミシェル・フーコーはその多くの著作で，様々な角度から，古典主義時代およびそれに続く

時代の文化における「見ること <voir)J と「知ること <savoir)J の緊密な関連，すなわちこの

時代の知における視覚の優位性に注目しているが，なかでも〈見る=知る〉という知がその力

を極め権力 <pouvoir)に結びつき，具体的な形態をなしたものとして言及されているのが，

『監獄の誕生Pにおけるパノプチコンである。

パノプチコンとは18世紀の末 ベンサム4)によって考案された監視のための建築学上の形態

である。監視塔を中心に，その周囲に円環状の建物を配し，監視塔のなかから監視人が，円環

状の建物を区分けして造った独房にひとりずっ閉じ込められた被監視人を，いつでも，はっき

りと観察することができ，そして自分が観察されているということが被監視人の目に常時映っ

ているような仕組みになっている。「周囲の円環状の建物内では一切を見られているが，けっ

して見るわけにゆかず，中央塔からはすべてを見ることができるが，けっして見られはしな

い})。したがって，中央塔のなかから誰が見ていてもよいのだ。大人でも子供でも，否，誰

も見ていない時があってきえ構わない。閉じ込められている者に，監視されているという意識

をうえつけるだけでよい。監視塔が見えるだけで，閉じ込められている者にとって権力は永続

的に可視的なものとなる。そしてそのことによって，閉じ込められている者は権力の拘束をみ

ずからヲ|き受け，服従という役割をみずから担うようになるのだ。

フーコーはこのパノプチコンを，人間同士の相互関係を排除し，ある人々に対する他の人々

の従属関係をけっして逆にできないものにし，力の不均斉を支え，強化し，多様化する権力の

装置，より厳密に言えば，監視と処罰と矯正を眼目とする，規律・訓練的権力の装置として捉
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えている。規律・訓練とは従来，学校や病院，兵営といった閉鎖的な場所で適用され，古典主

義時代に完成された制度であったが，ベンサムの仕掛けは規律・訓練の機構を社会のすみずみ

まで浸透させることを可能にするものであるとフーコーは言う。「現実的で、身体に係わる規

律・訓練は，形式的で、法的な自由の下層でその土壌を成してきた。(……)自由を発見した

『啓蒙主義』は，規律・訓練をも考案したのだ})。

このパノプチコンを可能ならしめているイデオロギーと同ーのもの，あるいは類似したもの

をわたしたちは同時代の文学のなかに，とりわけサドのジュスチーヌ物語の生成の過程に見い

だすことができる。もちろん，こうした建築学上あるいは政治・社会学上の現象をそのまま文

学作品に敷桁しようとするならば牽強付会の誹りは免れまい。実際，サドの暴力的な犯罪の

ファンタスムの舞台となる城や地下室の暗さは，パノプチコンの透明な光をもってしでも一掃

されえないものである。フーコーは，ナポレオン一世が規律・訓練的社会の最盛期にあってな

おかつ，見世物中心的な権力という古い側面を残していたことを指摘しているが7) これと同

様に，否，実社会の経済と同ーの経済で動いているわけで、はない文学作品世界においてはなお

さら，あるひとつの現象のなかにすべてが納まるのは不可能であることはあらかじめわかり

きったことだ。したがってパノプチコンと作品世界に見られる差異と同ーのひとつひとつを挙

げ連ねることは差し控えたい。ただ注目したいのは，人と人の関係に決定的な変化をもたらす

パノプチコンにおける「まなざし」が，サドの作品世界に同ーの機能をもって現われていると

いうこと，こうした「まなざし」を出現させるある共通のイデオロギーが想定されうるという

ことである。文学作品は作者個人の言葉だけで書かれているわけではない。「意味は「イデオ

ロギーの領域』の一部であり，ディスクールはイデオロギーの特殊形の一つなのであるJ8)と，

D.マクドネルは立場の違いがディスクール同士を差異づけするという文脈のなかで述べてい

るが，ディスクールが「イデオロギーの特殊一形の一つ」であるならば，立場の違いを超えて，

ある時代に共通するイデオロギーのディスクールというものも想定できょう。ベンサムがパノ

プチコンを考案したディスクール，サドが牢獄のなかで小説を書いたディスクールが当然，そ

れぞれ異なった立場に根ざしたものであることは否めないが， しかし同時に，同じひとつの時

代の知に支えられていることも否定できまい。立場の違いを説明することの容易さに比べ，知

の同時代性を証明することは困難である。とはいえ，サドが3つのジュスチーヌ物語 rr美徳

の不運J9)(以下 Iとする)， rr美徳の不幸J10) (以下 M とする)， rr新ジュスチーヌJll) (以下 N

とする)を書いてゆくさなかで，作品世界における見るという営為の重要性が強まり，彼独自

のものが立ち現われてくるのと同時に，パノプチコンに代表されるある時代性なるものが色濃

く浮かび上がってくるのを無視してジュスチーヌ物語を読むことはできない。

実際， 18世紀において可視性にとりつかれたのはベンサムが初めてではない。立場や関心の
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違いこそあれH'言葉と物J12)や『臨床医学の誕生J13)で言及されている植物学者，生物学者，

解剖学者たちはもちろん，文学においては，現実の事物の表面を貫き透視するまなざしを想定

し，水晶のような透明性を追求したルソーを忘れることはできない。彼の『新エロイーズ』の

なかで，ヴォルマールは，行なわれることがすべて見られような，閣の部分を残さない家を理

想、としている14)。サドもまた， 1788年に書き上げたという『アリーヌとヴァルクール』のなか

で架空の島，タモエにおいて， (1' ail vigilant)がすべての住民を見渡すことのできる街を描き

だしている。

11 n'y a ni bourg，凶 hameau，国 maisonseparee dans I'ile; Zame a vou1u que toutes les pos-

sessions d'une province fussent reunies dans une meme enceinte， afin que l'ail vigilant du 

commandant de la ville put s'岳tendreavec moins de peine sur tous les s吋etsde la 

contree.15) 太字強調は宮本

先のヴォルマールは家長であり，このタモエの(I'aluvigilant)は司令官のものであるから，い

ずれにおいても「まなざし」は支配し監督するまなざしであり，なるほど見ることによって懲

罰を最低限に抑え，規律を行き渡らせているように述べられてはいるが， しかしいずれにおい

ても rまなざし」は常に見る側から語られており，見られるということ，さらに見られてい

ることが目に映るということについての言及が十全になされているとは言いがたい。

見る「まなざし」を見られる者にとって可視的なものにしたこと，ベンサムが斬新なのはま

さにこの点である。パノプチコンにおいて，閉じこめられている者は，自分を見ている

くregarder)者が見えるが (voir)，自分を見ている (regarder)者を見る (regarder)わけではな

い。閉じこめられている者は自分が見られているということを自にすることで (sevoir 

reg;紅de)，みずからを他動詞 (regarder)の目的語として権力の文法に組み込んでゆく。つまり

パノプチコンは，見るくregarder)ということの主語が常に権力側にあり，目的語は常に被権

力側であるという事態を見られる側，被権力側の目に映るようにすることで，外部からの「ま

なざし」を見られる者において自己統制の装置として内在化するのである。

この権力の「まなざし」がリベルタンの「まなざし」として作品世界に現われ，ジュスチー

ヌや犠牲者たちを眺めくreg訂der)，ジュスチーヌおよび犠牲者たちが見られていることを自に

する (sevoir regarde)ことで，リベルタンに対する犠牲者の従属関係が絶対的で取り返しの

つかないものとして後者に刻印されてゆくさまをわたしたちは，第三のジュスチーヌ物語，す

なわち Nにおいて確認することができる。もちろん，この「まなざし」は Nにおいて突然出

現するわけではない。飽くまでもサドが， 1， M， Nと改稿を重ねることによって生成されるも
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のである。可視性について言うならば，すでに最初の Iにおいて，逆説的にではあるが問題に

されている。次の M 同様， 1において，物語世界は人物=語り手であるジュスチーヌの目に

映ったものとして語られているが，美徳、の化身であるジュスチーヌにとって，彼女が遭遇する

世界は承認しがたいものであり，また彼女には理解のできないものである。したがって，彼女

は物語世界を包括しえない主人公=語り手とされているので，彼女には見抜くことのできない

こと，語ることのできないことのうちに，むしろ見るべきこと，語るべきことがあるように書

かれており，彼女の常套手段である故意の言い落としゃ1ベリベルタンの犯罪の遂行を前にし

て彼女の自に被せられるハンカチや17) 気絶等18)の装置が，犯罪を不可視なものにすると同

時に，不可視なるものの存在の重要性を際立たせている。この不可視なる領域に光をあて，犯

罪の遂行を可視的なものとして，より具体的に，より詳細に描きだしてゆくという方向性のな

かでサドは M を書き，さらに， Nでは，物語の局外の語り手を話者とすることで，犯罪を

覆っていた不可視の覆いを一挙に払い除け，その結果，語られる出来事に著しい発展をもたら

すことになる。つまり 1，M， Nの改稿にみられるテクストの生成は，まず何よりも可視性に

向かおうとする書き方の変化によって実現されているのであるが，この変化に伴って rまな

ざし」が次第に物語の場面に組み入れられ，場面を設定してゆくようになる。すなわち，ある

人物の姿や行為を他の人物のまなざしと共に描きだすという傾向，犯罪の遂行が単に出来事と

して生起したものとして語られるよりも，それを誰かが観察しているという設定と共に語られ

る傾向がすでに M において強く現われている。そして，人が物を見る，人を見るという営為

を繰り返し書き続けることを通してこそ，ついにサドは図らずも，ベンサムがパノプチコンに

おいて可能にした権力の「まなざし」をリベルタンに与えることができたのだ。見るという18

世紀的なテーマの書き直しと，他者を絶対的な従属関係に置く，絶対的自己肯定=絶対的他者

否定というサド独自のテーマの聞い直しが同時に繰り返し行なわれることで，両者が結びつき，

パノプチコンの規律・訓練，すなわち，対象である人々を分類L，階層づけ，極端な場合は，

その資格を剥奪し，無効にさえする規律・訓練と同質の規律・訓練が，犠牲者に対してなさ

れ，犠牲者を絶対的犠牲者として書き変えていったのだ。本稿では，この物語世界を貫く「ま

なざし」を追いながら，パノプチコンさながらに，それがいかにしてひとつの力として物語世

界に浸透し，秩序立て，見られる者をその力構造のうちに取り込んでゆくかを考察したい。

こうした考察は，第三番目のジュスチーヌ，すなわち『新ジュスチーヌ』の完成年月日に多

少の訂正が加えられようとも，また第二のジュスチーヌIi美徳の不幸』と『新ジュスチーヌ』

の聞にサドが『悪徳の栄え』を書いていたとしても19) 何ら訂正を加える必要のないものであ

る。なぜならば，サドがジュスチーヌ物語を何度も書いたという事実，そして，ひたすらその

書き直しによって，みずからの言葉と時代の言葉を同時に余すところなく語るようになり，み



- ， ‘rに...:'.'." -'-'，.J， V:~~;;，、，河川、ごみ持制

サドにおけるまなざしの問題 53 

ずからを18世紀末の作家サドとして我々の前に呈示しているという事実は動かし得ないことで

あるからだ。

1 

1， M， Nを通じて，ジュスチーヌの自に映る (voir)ものの多くはリベルタンの犯罪であり，

それが常に彼女の道徳感を傷つけ，世界観を脅かすのであるが， M， Nと書き換えが進むにつ

れ，ジュスチーヌや犠牲者を見るくreg訂der)リベルタンの目が現われ，この目が捉えたもの

が加筆されてゆく。例えばM，Nにおいて，ジュスチーヌは残虐非道の叔父サン=フロランの

本性を疑うことなく一緒に森のなかを逃げる。 (Nous fumes assez heぽeuxpour en etre dehors 

au point du jour， et sans avoir et岳suivisde personne;)l)という Mの数行が， Nにおいてはジュ

スチーヌを欲望のまなざしで見るサン=フロランの様子および，彼の見たジュスチーヌの姿を

加筆することで半ページ以上に膨れあがる。

Ce fut a1ors， ce釦ta I'instant OU I'astre吋ntse r組長chirsur les tr泊tsenchanteurs de Jus-

也le，que le coquin (Saint-Florent) qui la suivit s'embrasa de toutes les flammes de la lubricite 

la plus incestueuse. Un moment il Ia prit pour la deesse des fleurs， a1Iant avec les premiers 

feux du soleil entrouvrir le ca1ice des roses dont ses attraits etaient l'加age;quelquefois poぽ

un rayon meme du joぽ dontla nature embellissait le monde. Elle marchait avec rapidite; les 

plus belles couleurs anin1aient son teint; ses beaux cheveux blonds flottaient en desordre; rien 

ne deguisait sa taiIle souple et legere; (...) et， son ail p毛netrantet lascif achevait de de-

viner， sous les voiles de la pudeur dont Justine垂taitentour白， l'entiere collection 

des charmes dont i1 n'avait apercu que de legers traits. (N) 2) 括弧内と太字強調は

宮本

もちろん，この加筆を，視点がジュスチーヌから解放された放のものと見倣すことも可能であ

る。他人のなかに自分と同じものを見いだそうとする，心やさしいジュスチーヌの目を離れる

ことで，悪人サン=フロランの正体が見え，また前を歩いている人物には物理的に見ることの

不可能な背後の状況が，物語の局外にいる語り手ゆえに報告可能になったのだとも言えよう。

しかし，いずれにしても，この場面の叙述がジュスチーヌを欲望の対象として眺める視線に

よって支えられていることは否めまい。このジュスチーヌを欲望の対象とするまなざしが，話

者=物語の人物から物語の局外の話者に変わったという形式上の変化の単なる結果としてのみ
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現われたのではないということを証拠だてるために，物語冒頭のいずれも局外の話者によって

語られる部分から引用したい。

]us出evoyant cela fut trouver le cure de sa paroisse， elle 1凶 demandaquelques conseils， 

(. . .). (I)め

]us出leen 1紅mes[，]va trouver son cure; elle 1凶 peintson etat avec (l'白ergiquecande町→

l'energie) de son age{...→J Elle etait en petit fourreau blanc{;→，) ses beaux cheveux 

negligemment replies sous un grand (bonnet→ mouchoir de Madras); sa gorge a peine indi-

quee{， cachee→ ne se dis也19uaitpresque pas) sous (島田 outrois aunes de→ la double) 

gaze qui la derobait a l'αillibertin; sa jolie mine un peu pale a cause des chagrins qui la devor-

aient， quelques larmes roulaient dans ses yeux et leur pretaient encore plus d' (expression.→ 

impression.. J Il etait impossible d'etreρlus belle. (M) 4) (N) 5) []は Nにおいて削除，

( )は Nにおいて改筆，イタリックは Nにおいて加筆

上記はいずれも物語の局外の話者によって語られた部分でありながら，大きな違いを見せてい

る。 Iの語り手は主人公ジュスチーヌの視線にほぽ語りの焦点を合わせ，彼女の関心に従って

出来事のあらましを述べているだけである。これに対し M では彼女自身の関心とは関係のな

い，おそらくは彼女を欲望の対象として眺める者の関心である，彼女の魅力的な容姿が語られ

ている。この絵画的な描写ゃくeachee)という表現が彼女を眺めるまなざしの存在を予想させ

るものの，まなざしそのものを指示する表現はまだ現われない。ところがNにおいては，

(q凶laderobait a 1冶担libertin)という加筆によってリベルタンの日が場面に現われることで，

すでに Mで語られていたジュスチーヌの肉体がここではっきりと欲望の対象として意味づけ

される。こうした例から，まなざしによるジュスチーヌの客体化は，語り手の人材、の変化に先

んじて起こっているのだと言ってよかろう。

実際，すでに M において，また Nにおいては殊更に，見るということがリベルタンと犠牲

者の立場を隔てる装置として用いられている。 M，Nのいずれにおいてもジュスチーヌは潟血

を趣味とする捧猛なジェルナンドの館に連れてゆかれるが，彼女を迎えるジェルナンドの挨拶

の仕方はふたつのテクストにおいて異なっている。

Ensuite， le Comte se leva， et吋ntm'exanliner. Pendant qu'il me detaille， je puis vous le 

peindre: (...) Apres un examen des plus brusques et des plus cavaliers， le Comte (Gernande) 
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me (a Justine) dernanda mon age. (M) 6) 括弧内は宮本

Le comte fit approcher Justine; et， sans demander aucune permission a la compagnie， iI Ia 

trousse jusqu'au-dessus des reins， et I'examine des pieds a la tete， de la maniをrela plus brus-

que et la plus cavaIiをre.

一一Quelage avez-vous? lui demanda-t-i1. (N) 7) 

M においてジュスチーヌを観察するジェルナンドのまなざしは，彼女を欲望の対象物とする

暴力的なものであるには違いないが，観察の仕方が具体的に語られないことと相侠って， リベ

ルタンが犠牲者に持ち得る絶対的権力を表すには至っていない。これに対し Nのジ、エルナン

ドのまなざしは，単なる好色さよりも，相手の主体性を絶対的に否定する，力そのもの，機能

そのものと化したまなざしである。ジュスチーヌの肉体を剥出しにするにあたって，彼女の

同意を必要としないことなど言うまでもないといわんばかりに， Nの話者は「仲間一同(も

ちろんジュスチーヌは含まれない)の許しを全く得ずに」と述べているが，この横柄なまなざ

しの前に犠牲者の主体性などまったくないに等しい。こうしたまなざしの出現とともに，かつ

て Iに見られた艶笑小話的な罪のない好色さ(たとえば盗賊たちがジュスチーヌの肉体を争い

合って，仲間同士で喧嘩をしている聞に当のジュスチーヌが逃げてしまうといったような)8) 

は， Nにおいてはまったく姿を消し，好色さは必ず欲望の対象の主体性を疎外せずにはおか

ないような，残忍なものとなる。欲望は文字通りその対象を所有する欲望となり，見ることは

支配することになるのだ。

相手の主体性を否定するこうしたまなざしは，ジュスチーヌひとりの上にのみ注がれるもの

ではないことを，ここで付け加えておこう。先に挙げたジ、ェルナンドの妻は，すでに M にお

いても r火のような眼光を放つ」夫のまなざしに繭され，いたぶられてていたが(((. . .) iI 

considをre. . . ses regards lancent des feux， iI blasph釦le;)M9)， N もほぼ同様10))，Nではさら

に，夫人がジェルナンドの放蕩仲間たちの複数のまなざしに晒されることで，横暴で残忍な夫

に虐待される妻という構図の上に， リベルタンに屈伏する犠牲者という構図が重ねられる。

La Comtesse， simplement entouree d'une robe de mousseline flottante， se mit a genoux 

d白 quele Comte entra. (M) 11) 太字強調は宮本

La comtesse， simplement entoぽ白 d'unechemise de gaze a la grecque， se mit a genoux 

dお quele comte entra; et ce fut dans cet岳tatd'humiliation que nos scelerats l'ex・
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aminerent. (N) 12) 太字強調は宮本

ジェルナンド夫人の姿勢を <cetetat d'hUI凶liation)と称するだけならば，単に話者がジュス

チーヌから局外の話者に代わったことに由来する変化として片付けられもしよう。しかし登場

人物の増加に伴って生じた複数のまなざしがそこに注がれることで，この M と同じジェルナ

ンド夫人の姿勢が， リベルタンに対する犠牲者の関係すなわち <1モtatd'hUI泊五ation)として，

強化され，普遍化され，取り返しのつかないものとなっているのだ。

ジュスチーヌのみならず，多くの犠牲者たちに注がれ，その主体性を無差別に剥奪してゆ

く，こうしたまなざしの出現は， 1においては辛うじて成立していたジュスチーヌ対リベルタ

ンという対立関係を解消してしまうものでもある。勝負は最初からついていたにせよ， 1にお

いて両者はそれぞれ善と悪を体現する人物として戦っていた。ふたりの対立は両者の相関関係

を前提として初めて成立することがらであり，したがって，リベルタンがリベルタンであるた

めには美智、の砦ジュスチーヌが何としても必要で、あった。例えば，いずれのテクストにおいて
いけにえ

も，ジュスチーヌはサント=マリー=デ・ボワ修道院のハレムの捉われ人となって，他の犠牲の

女たちとともに破戒僧たちの情欲に仕えることになり，またいずれにおいても僧アントナンが

監督役として女たちの部屋を訪れ，ジュスチーヌを怯えさせる場面が描かれるが，最初のテク

スト Iにおいては，この場面はまだ残忍なまなざしを持たないアントナンとジュスチーヌとい

うふたりの人物の聞でのみ生起するものとして語られており，小説の構造上，まなざしはまだ

テーマとなって現われてはいない。

A cinq heures， (...) le regent de jour entra; cモtaitAntonin， il me demanda en riant comment 

je me trouvais de l'aventure， et comme je ne lui repondais qu'en baissant des yeux inondes de 

larmes: 

一一一Elles'y fera， (...) dit-il en ricanant， il n'y a point de maison en France ou l'on forme 

mieuxles曲目 qu'ici.

Il fit sa visite， prit la lisite des fautes des mains de la doyenne qui， trop bonne fille poぽ la

charger beaucoup， disait bien souvent qu'elle n'avait rien a dire， et avant de nous quitter Anto・

nin s'approcha de moi... Je fremis， je crus que j'allais devenir encore une fois la vic-

time de ce monstre， mais des que cela pouvait etre a tout instant， qu'importait que ce fut 

aIors， ou le lendemain? (I) 13) 太字強調は宮本

この太字強調の部分において r私J=ジュスチーヌを震えさせ，考えさているものは，紛れも
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なくアントナンの残忍さであり，その残忍さとは所有し，支配するまなざしの残忍さとおそら

く同ーのものであろう。そのことが語り手であるジュスチーヌの目に映るからこそ，彼女は自

分をアントナン=(ce monstre)の (lavictime)として意識するのだ。しかしながら，物語内容

としては，彼女を脅かしているリベンルタンの自の存在が予想されるものの，まだ文面に現わ

れていない。彼女をして犠牲者とならしめる装置として名指されるにはまだ至っていない。ま

た， (vic白ne)として閉じ込められている女はジュスチーヌひとりではなく，アントナンの前

には当然， (Ja doyenne)とジュスチーヌを含む (nous)の姿があるわけであるが，出来事は飽

くまでもアントナンとジュスチーヌの聞で展開したこととして語られている。ここにおいて

ジュスチーヌは，語り手=主人公として出来事に立ち合う主体であると同時に，悪徳に脅かさ

れつつも悪徳と戦う，美徳の主体として自らを語り，自らをアントナンと対峠させているの

だ。残忍なまなざしがまだ現われないということと，ジュスチーヌ対リベルタン，美徳対悪徳

という対立がまだ成り立つということは同じ意味なのである。

ところがIと同じくジュスチーヌの一人称体によって語られる Mでは，局外の語り手に

よって語られる Nにおけると同様，アントナンは残忍なまなざしをもって登場し，そのまな

ざしのもとに女たちを屈伏させ，そのうちのひとりであるジュスチーヌはそうしたアントナン

を見ることで自分の運命が彼の意のままであること r犠牲者になる」のではなく，すでに犠

牲者でしかないことを思い知るのである。

(. . .) la Doyenne nous appela bien vite， le r邑gentde jour parut en effet. CモtaitAntonin， 

nous nous rangeames en haie suivant l'usage. 11 jeta un leger coup d'ail sur l'ensemhle， 

nous compta， puis s'assit; alors nous a11ames l'une aprおl'autrerelever nos jupes devant 1凶，

d'un cote jusqu'au-dessus du nombril; de l'autre jusqu'au milieu des reins. Antonin recut cet 

hommage avec l'indifference de la satiet岳， il ne s'en emut pas; puis en me regardant， il me 

demanda comment je me trouvais de l'aventure? Ne me voyant repondre que p紅 deslarmes 

. {Elle s'y fera， dit-il en riant; il n'y a pas de maison en France ou l'on forme mieux les創les

que dans celle-ciJ n prit la liste des coupables， des mains de la Doyenne， puis s'adressant en-

core a moi， il me fit fremir; chaque geste， chaqu告 mouvementqui paraissait devoir 

me soumettre a ces 1ibertins，岳taitpour moi comme l'arr岳tde la mort. (M) 14) 太字

強調は宮本

ここにおけるアントナンの一瞥はジュスチーヌを他の女たち同様，犠牲者の集合体の一部とし

て数えるものであり，またこの一瞥のもとに，女たちは犠牲者としてとるべき姿を曝すのであ
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る。花が光を感ずると聞くように，主人のまなざしを受けた女たちはスカートを捲くりあげ

て，服従を表明する。つまり，ここにおいてまなざしはすでに権力そのものとして機能してお

り，このまなざしの出現とともに，ジュスチーヌは主人公=語り手でありながら，リベルタン

に対峠すべき主体性を失ってゆく。リベルタンの投げ掛けるまなざしのうちにジュスチーヌ

は，己れの主体性に対する死刑判決を読み取るのである。

さらに局外の語り手に語られる Nになると， <n jeta un leger COUp d'ail sur l'ensemble， nous 

compta (ー.))という M の表現が， <n jeta un coup d'a量indi酪 rentsぽl'ensemble，compta les 

sujets (ー.))(N，太字強調は宮本)15)と書き換えられ，ジュスチーヌの対象物性は一層揺るぎ

ないものになる。もちろん，この <nous)(M)から<Iessujets) (N)への変化が，まず第ーに

一人称体の語り手から局外の語り手への変化によってもたらされたものであることは否めない

が，しかし，先に指摘したこの部分に見られる Iから Mへの変化の意味を考慮に入れるなら

ば，この Mから Nへの書き換えを，一人称複数が三人称複数になっただけだと片付けてしま

うことはできない。すなわち，リベルタンと対峠する美徳のヒロインから犠牲者たちのひとり

に転落する， 1から Mへの変化の延長上に置いて考えるならば， <les sujets)という表現は，

文法的に三人称複数扱いになったジュスチーヌを含む犠牲者たちに対する単なる比喰ではな

く，この言葉の本来の意味でとらえるべきであろう。この言葉によって，ジュスチーヌは文字

通り，主人に隷属する者，欲望，権力，まなざしの対象物の一部としてのレッテルを貼られて

しまうのである。つまり Nのこの書き換えは， M によって与えられた方向づけを取り返しの

つかない決定的なものにしてしまうのだ。

実際，局外の語り手によってこうしたレッテルを貼られることがなくとも，ジュスチーヌが

自分に向けられた権力者のまなざしを自にするだけで，絶対的な犠牲者としてのみずからの立

場をはっきりと自覚する場面がNの至る所で確認される。

n est facile de deviner ici quelle devait etre la situation de Justine. Ne voyant dans tous 

ces supplices que l'inIage de ceux q叫 l凶 etaientdest泊お， elle fremissait: les regards de 

l'ev岳quene lui annoncaient que trop sa d句IOI油 ledestin位... (N) 16) 太字強調は

宮本

いけにえ

Nの加筆部からのこの引用は，物語の終わりの方で残忍な司教と神父の犠牲として差し出さ

れたジュスチーヌが，もうひとりの犠牲者に対して行なわれている残虐な拷聞を前にして，や

がては自分の身に受けるであろう責苦を想像している場面である。自の前の光景もさることな

がら，ジュスチーヌを待ち受ける運命，犠牲者としての <sadeplorable destinee)を決定的なも
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のとして彼女に告げるのは，むしろ司教のまなざしの方である。自の前で繰り拡げられる拷聞

は，やがて自分に対しでも行なわれるであろう責苦のひとつひとつを予想させるが，司教のま

なざしはリベルタンが犠牲者に持ちうる絶対的な力そのものであるがゆえに，あらゆる責苦を

包括しうる (sad句lorabledestin邑e)をジュスチーヌに読み取らせるのである。

自の前で行なわれるリベルタンの行為よりも説得力のあるリベルタンのまなざしは，同様

に，リベルタンの下す命令以上に，犠牲者を屈伏させうるものでもある。

一一一Mettez-voustoutes deux dans le meme邑tat，dit Vemeuil en s'adressant a Justine et a 

Dorothee， (...). 

Tout le monde obeissait; Jus也leseule faisait quelque r白istance，mais un coup d'ail 

effrayant de l'homme le plus terrible et le plus rebarbatif qu'elle eut encore vu la 

determina promptement. (N) 17) 太字強調は宮本

これもまた Nの加筆部からの引用であるが，ジェルナンドの弟でやはりリベルタンのヴェル

ヌイユの命令によって，放蕩仲間とジュスチーヌが裸になる場面である。したがって r皆」

とは放蕩仲間のことであり，彼らが命令通り裸になるのは放蕩を楽しみたいためであり，ジュ

スチーヌが裸になることを嫌がるのは，自分が放蕩の餌食にされることを知っているからに他

ならない。しかし，彼女はヴェルヌイユのまなざしを目にすることで抵抗をやめ r即刻」命

令に従う。ヴェルヌイユの口頭の命令は「ジェルナンド夫人と同じ状態」18)，すなわち裸にな

れということしか表していないが，彼のまなざしはこうした具体的なひとつの命令のみなら

ず，彼がジュスチーヌに対してあらゆる命令を下しうる力そのものを彼女に顕示し，彼の力に

対する従属関係を有無を言わさず決定的にするものである。つまり，彼のまなざしはジュス

チーヌを裸にさせるというよりも，より根本的な意味で彼女の意志を，彼女の在り方そのもの

を決定するのである。パノプチコンにおける被権力者が見られていることを自覚することで自

発的にその強制力に従うのと同様， Nのジュスチーヌはリベルタンのまなざしに晒されてい

ることを知るくsevoir regard邑〉ことで，みずからの立場をわきまえ，自発的にリベルタンの

命令に服するのだ。

Nにおいてまなざしは権力そのものであり，その行使は常に一方的に，かつ特権的にリベ

ルタンの側に委ねられている。かつての悪徳対美徳という対立関係から，リベルタンの苛酷な

まなざしによってリベルタン対犠牲者，権力の行使者対被権力者という従属関係のなかに突き

落とされ，みずからこの従属性を引き受ける Nのジュスチーヌには，物語世界を統合する主

人公としてのまなざしはもはや望むべくもない。したがって彼女にとっては意味をなさない世
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界の連脈のない断片のなかで，ジュスチーヌがどこにいっても目にするのは，彼女には理解し

がたいリベルタンたちの犯罪であり，主人であるリベルタンのまなざしの下に服従させられ

た，みずからの犠牲者としての身分，対象物の一部としての自分なのである。

2 

ジュスチーヌが美徳を守る主人公としての主体性をもってリベルタンに対峠することを止め

る時，かつては当然のことであった，彼女の姿が万人の自に美徳の化身として映るということ

も不可能になってゆく。物語の最初と最後でジュスチーヌに有罪の判決を下すパリとヴィルフ

ランシュの裁判所を別にすれば， 1のテクストにおいてはすべてのまなざしが彼女に美徳のしる

しを読み取っていたものとして語られていたが， M，さらに Nに至ると，そうした解読を否定す

るまなざしが現われる。その契機となるのが，ジュスチーヌの肩に押された熔印である。

1， M， N，いずれのテクストにおいても彼女は，生体解剖を阻止しようとしたために，外科

医の怒りを買う。外科医は，彼女が彼を訴えることができなくなるように，復讐を兼ねて彼女

の肩に罪人のしるしである百合の熔印を押す。しかしながら最初のテクスト Iにおいては，こ

の熔印が彼女の美徳を否定するしるしとして機能することはなかった。この熔印は不当に押さ

れたものであるという彼女自身の熔印の解読に異義を申し立てる解読をするまなざしはなかっ

た。これに対し，次の Mの加筆部においては，悪練なリベルチーヌ，ラ・デュボワの口車に

乗せられた捕吏が，ジュスチーヌの抗議をむしろ罪の証と見倣し， (ses aveux， la marque dont 

elle est 挺凶e，tout la condamne;) (M1J， Nも同様2)) と言い放つ。これは自分の罪をジュス

チーヌに擦り付けようとするラ・デュボワが仕組んだ企みに捕吏が惑わされたために生じた解

読であるが， Nにおいては，こうしたある目的のために促された意味の方向づけがなくと

も，焔印をジュスチーヌの悪徳のしるしとして解読するまなざしが現われる。

M とNのテクストにおいて，物語の後半でリヨンの名士に成り上がったサン=フロランの

家をジュスチーヌは訪れる。彼は彼女の叔父であると同時に，かつてボンディの森で彼女を強

姦した末に，金まで奪った悪人である。 M，Nいずれにおいても，彼は自分の欲望の犠牲者を

集めるための手先としてジュスチーヌを使おうと思い，彼女を呼び付けたのであった。ジュス

チーヌはもちろん，この申し出をはね付けるが， M において，彼の申し出と彼女の拒絶は当

事者ふたりの聞でのみ展開され，また，彼女の熔印(この時も当然彼女の肩に熔印はすでに押

されていたのであるが)に関する言辞は見当らない3)。これに対し， Nにおいては，ふたりの

やりとりはサンニフロランの召使ラフルールの前で展開し，時にこの召使が口を挟む。
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一一(.. .) Qu'on deshab迎ecette putain {Justine)!... Ah!油 ditSaint-Florent des qu'il 

apercoit la funeste marque， il me parait que ma chere ni舵e(Justine) n'a pas tou・

jours岳t毛aussivertueuse qu'elle veut bien nous le persuader， et voici des traces 

ignominieuses qui nous d吾voilentsuffisamment sa conduite. 

一一一Enverite， monsieur， dit Lafle町， cette coquine peut nous deshonorer: quand vous 

vous en serez satisfait， je vous conseille de la faire mettre dans quelque cachot OU l'on n'en-

tende jamais parler d'elle. 

一一一Monsieur，monsieur! interrompit Jus出eavec impatience， daignez m'entendre avant 

que de me condamner. 

Et la pauvre fille explique alors toute l'enigme. Mais quelque soit l'air de verite 

qu'elle mette a raconter sa malheureuse histoire， Saint-Florent， incredule， n'en re-

double pas moins ses sarcasmes; les injぼes，les humiliations n'en sont pas moins pro-

diguees pas ce monstre a cetteα白tureangelique， et d'un m削除 bienplus grand que 1凶 aux

regards de I'Etre supr是me.(N)4) 括弧内と太字強調は宮本

Nでは犯罪を前にして何もしない神が，語り手やリベルタンに侮られ，それが神の不在の証

とされることがこの他の場所においても起こるが-5) この引用における「神のまなざし」も

ジュスチーヌのまなざし同様，無きに等しいもの，すなわち無意味なものに他ならない。ジュ

スチーヌがここで，熔印の解読の仕方をいかに説明してみせようとも，ラフルールとサン=フ

ロランの複数のまなざしによって熔印は，ジュスチーヌのまなざしが読み取るのとは別の意味

に解読され，その意味に従って物語が展開してしまう。これはすなわち，熔印を読み取る有効

なまなざしがひとつしかないということであり，ジュスチーヌはもはや熔印を解読する主体で

はありえず，彼女自身が解読されるべき客体，しかも複数の主体の投げかける同じひとつのま

なざしの客体となっているということである。このまなざしによって，ジュスチーヌは彼女に

とっては最も大切な美徳というしるしを剥脱され，悪徳の熔印を再び押されるのだ。

同様のことが，乞食の群れとジュスチーヌの聞でも生ずる。 Nにおいて，詐欺や強盗，殺

人をも厭わない乞食たちの集団にジュスチーヌが囚われ， しばらく一緒に暮らすというエピ

ソードが加筆されるが，ジュスチーヌを捕まえた乞食たちは，欲望を満たそうとして彼女を裸

にし，その時，熔印を発見する。以下は乞食たちが行なった，熔印の解読である。

一一一Qu'estceci， pucelle? dit l'un des membres du senat; il me semble qu'imprimee de cet-

te mru世間， on n'a pas envie de te perdre; et， puisque tu fraternises avec nous par ces 
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stigmates， tu n'aぽおspas du， ce me semble， contrefaire aussi bien la prude. 

Justine alors raconte son histoire; mais aussi peu crue la que chez Saint-Florent， 

en l'assurant que ce petit malheur ne lui fera nul tort dans la troupe， on l'exhorte 

pourtant a ne plus se revetir des voi1es de la pudeur. Cette incons句uence，lui ass町 e-t-on，

pourrait bien， aprをsce que l'on voit， aigrir au lieu d'interesser. 

一一一Monenfant， dit le chef en se decouvrant une epaule OU pareille ecriture se 

dechiffrait au mieux， tu vois que nous nous ressemblons; ainsi， crois-moi， ne rougis 

plus de ce qui t'assimile a ton chef， et apprends que ces marques， loin d'etre des 

fletrissures， sont les lauriers de notre etat; baise celle-ci， je vais coller mes 1訂ressur 

celle que tu me montres. Nous sommes trente ici dans le meme cas: (...) (N) 6) 太字

強調は宮本

ここでも，いかにジュスチーヌが熔印を押された経緯を説明しようとも，乞食たちのまなざしが

ひとつの意味を読み取り，ジュスチーヌのまなざしを無効にする。乞食たちは彼女の熔印に自分

たちとの同類のしるしを読むのだ。両者の肩に押された熔印が，彼女を31人目の熔印持ちの乞食

として数え入れる。もはや彼女と乞食たちを差異づけするものはない，否，彼女と乞食たちの聞

に差異を認めるまなざしがないのだと言うべきであろうか。いずれにせよ，彼女は美徳によって

唯一の者であることが不可能になり，主張するに値する独自の価値を持たないがごとくになりつ

つある。そういう事態を引き起こすまなざしカえ物語世界を支配しようとしているのだ。

Nにおいてジュスチーヌのまなざしを無効にするまなざしが出現するのと同時に，真実に

対する彼女の盲目性が打ち消し難い特性として強調されていることも付け加えておかねばなる

まい。実際，ジュスチーヌの盲目性は最初のテクスト Iにおいても潜在していたし， Mにお

いては語り手としてみずからの盲目性を指摘しでさえいた。しかしながら， M とNでは，一

人材、体の話者から局外の話者への変換も手伝って，盲目性とジュスチーヌの関係において著し

い差異が認められる。

いずれのテクストにおいても，サント=マリー=デ・ボワ修道院を訪れたジュスチーヌは，彼

女の言葉が院長の欲望を刺激していることを知らずに，夢中で告白し，神に祈りを捧げている

が， 1では主人公ジュスチーヌの目にこの時映った院長の姿が語られているだけであるのに対

し， Mではこの時点における観察に批判が加えられている。

(Le pをreRapha長1m'ecouta→Seve凶10ecoute) tout avec la plus grande attention， i1 me (fit 

→ fait) meme repeter [memeJ {plusieurs→ quelques} details avec l'air de la pitie et de l'in-
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t邑ret[.. .]; mais quelques m仰官emenお，quelques仰rolesle trahirent pourtant: helas! ce ne fut 

抑'ゆresque jツrefiechismieux; quand jeβtS plus calme sur cet evenement， il me fut impossible 

de neρωme souvenir que le moine s' etait plusii仰 rsfois permis sur lui-meme Plusieurs gestes qui 

prouvaient que la ρassion entraitρoαr beaucoup dans les demandes qu' il 仰 faisait，et que ces 

demandes non seulement s' arretaient avec comPlaisance sur les details obsc伽es，じ..); (1) 7) 

(M) 8) []は M において削除， < >は Mにおいて改筆，イタリックは Mにおいて加筆

このように M では，この主人公=話者自身の批判によって，院長の本当の姿を暴きだしてい

るが， しかし他方， Nの局外の話者は，ジュスチーヌに「後で振り返ってJ rよく考える」と

いうことをさせずに，彼女を盲目状態においたまま，院長のいかがわしい姿を描きだす。この

話者の語りによって，院長の行為は2ページ以上に及ぶことになり，その狸裂さは飛躍的に発

展するが，彼の仕草を辿る語る言葉の節目節目に，ジュスチーヌの盲目性を指摘する表現が

執劫なまでに繰り返し挿入されている ((Jus出een eut concu quelque soupcon， si elle l'eut 

observe.) (tout occupee de son examen de conscience， entierement recueillie en elle・meme，

elle ne prit garde a rien.) <si Justine eut ete moins aveuglee) <Justine， eblouie par les illu-

sions de son ardent piet岳， n'entend rien， ne voit rien，) <Jus出e，出1Illobile，fermement per-

suadee que tout ce qu'on lui fait n'a d'autre but que de la conduire pas a pas vers la perfection 

celeste， souffre tout avec une indicible r岳signation;)太字強調は宮本)9) 0 1から Mの加筆

は，盲目性を指摘すると同時に修正しようするものであったが， Nのこの強調はむしろ，盲

目性を修正不可能な，彼女の不可避の属性として浮き彫りにし，彼女がまなざしを持ち得ない

こと， (regarder)できないことを保証するものである。この盲目性こそがジュスチーヌをし

て，リベルタンの修道院長を敬虞な導き手と思わせ，彼女自身を (laperfetion celeste)に向

かつて精進する者と信じ込ませている O この盲目性ゆえに，彼女は，叔父のサン=フロラン，

泥棒宿のデテルヴァル夫人，乞食のガロー，贋金造りのロラン等多くのリベルタンを善人と思

い込んでは輔され，そして何よりも，自分自身が美徳の女としてのしるしを失いつつあること

に気づかないのだ。

さらにまた，ジュスチーヌ自身がみずから盲目であろうとする場合もある。 Nにおいて多

くのリベルタンが，ジュスチーヌに無理遣り放蕩の現場を見せつけようとし，ジュスチーヌは

見ることを拒もうとする。

一一Madame，dit Justine toute rouge， permettez que je me retire. 
一一-Non，non， pardieu! dit Delmonse， non， non. Desroches， oblige-la de rester; (...) je 
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veux qu'elle soit t岳moinde mes plaisirs， c'est l'UIUque moyen de lui en inspirer prompte-

ment le gout. (. . .) Justine， asseyez-vous la devant nous， et ne nous perdez pas un 

moment de vue. 

一一一Oh!quel supplice， madame， s'ecrie l'orpheline en pleurant; laissez-moi me retire， je 

vous en conjure， (...) (N) 10) 括弧内と太字強調は宮本

デルモンスは悪隷で淫蕩なリベルチーヌであり，デロッシュは遣手婆であると同時にデルモン

スの放蕩の助手であるが，このような放蕩や残酷な光景を見ることを強要するリベルタンと，

見ることを拒むジュスチーヌの姿がNのテクストにおいて何度か観察される。ジュスチーヌ

がまなざしを持つことを拒否するのは，彼女が思い描く世界，すなわち世の中は善意に満ちて

おり，自分は(Iaperfertion celeste)に向かつて精進するものであるという，いわば盲目のな

かで培われた世界観が，デルモンスのま畏愛さ，破戒僧の残虐さ等11) 悪の現実を見ることに

よって脅かされ，否定されることを彼女自身感づいていないわけではないからである。 Nに

おいて善を支えてくれるのは，もはや盲目性だけしかないのだ。

かつては美徳の主体であったジュスチーヌが，その主体性と美徳のしるしを失ってゆくのと

同時に，その盲目性が本質的なものとして決定づけられるこの Nにおいては，まなざしの主

体であるリベルタンと異質のまなざしはなく，またリベルタンに彼らとは別のまなざしを注ぎ

うる異質の知も不可能となる。物語世界はこうして，ひとつのまなざしの力，ひとつの知の支

配に浸透された世界となってゆく。

3 

ジュスチーヌをその熔印ゆえに美徳として識別しないまなざし，彼女に美智、という独自の価

値を認めないまなざしが現われるのと同時に，実際，彼女の行動においても美徳の実態が失わ

れてゆくように思われる。

Iにおいては，キリスト教道徳に反するようなすすめに乗るということはけっしてなかった

ジュスチーヌであるが， M， Nの加筆部において，盗賊クール・ド・フェールからソドミーを

すすめられた彼女は誘惑に負けそうになる。ただし， M とNでは誘惑のされ方の度合いに多

少の差異が認められる。 M ではクール・ド・フェールはジュスチーヌの抵抗にも拘らず

( (malgr岳mesresistances) M) 1)，思いを遂げようとするのであるが， Nにおいては，彼の欲望

は抵抗を受けることなく迎えられる ((notreh岳roinequi， moiti己crainte，moitie seduction， n'osait 

encore opposer de d岳fense)N)2)。かつて Iでは難攻不落の美智、の牙城であったジュスチーヌ

~ '. .1_<，‘'.;.~.， 
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に，リベルタンの欲望がしみ込み，確実に浸透してゆく。 Nのジュスチーヌは，さらに放蕩

貴族ブレサックに身を差し出すのにも寄かでない。いずれのテクストにおいても，ジュスチー

ヌはブレサックに恋愛感情を抱き，彼の悪徳に対する恐れと思慕の情の問で苦しんでいるが，

それでも 1，M においては恋が道徳よりも優位に置かれることはなかった。ところがNにお

いては，男色とソドミーを好み， しかもそうした行為を厳格な母親の前で行なうおブレサック

の誘いをジュスチーヌは拒まないのである。母親を後から犯しながら， Nのブレサックは

くOh!foutre， qu'il est divin d' enculer sa m色re! Approchez， Justine， approchez， puisque je suis en 

train d'outrager mon culte， venez partager l'offense， faites-moi manier vos fesses.)と叫んで

ジ‘ュスチーヌを誘う。 (monculte)とはブレサァクの徹底した女嫌いのことであり，従って

くl'offense)とは彼の趣味に反して女である母親を相手にしていることをさしているのである

が，呼び掛けられているジュスチーヌにとっては，息子が母親を凌辱するという本来の意味で

くJ'offense)であるはずだ。ところが彼女はこれに次のように応じるのである。

Jus也lerougit; mais comment resister a ce qu'on aime? N'est-ce pas toujours une faveur que 

Ja pauvre白leen obtient? Son cu1 mignion s'o飴'ea四 intemp吾rancesde tous ces libertins; 

tous le palpent et l'admirent a l'envi. (N)4) 

愛する男とならば，その男がいかに悪諌非道であっても罪を共にすること{(partager 

l'offense))を厭わないジュスチーヌを， Nの語り手はイロニァクに語っているが，こうした彼

女の態度は，すなわち，美徳が必ずしもジュスチーヌの守るべき絶対的な行動方針というわけ

ではなくなってきているということの現われとなっている。熔印を悪徳のしるしとして読み取

るまなざしが現われる一方で，自らを美徳を実践する主体として捉える彼女自身のまなざしが

夫われてゆき，心身ともにリベルタンの配下 (sujet>になり変わりつつあるということがここ

にも確認されよう。

実際， Nのリベルタンたちは好んでジュスチーヌを犯罪や快楽の助手に使おうとする。上

記の場面でブレサックが母に対する強姦を完遂するのは，ジュスチーヌの「か細い指」を使っ

てである ((Elleest condamnee a poursuivre son operation masturbante; il faut qu' elle branle la 

racine de ce vit niche dans le cu1 matemal， et de ses doigts delicalts s'echappent enfin des tor-

rents de sperme dans les entrailles de Mme de Bressac， qui s'evanouit a cette hoロe町>N 太字強

調は宮本)5)。また Nのサン=フロランはジュスチーヌに彼が幼女を犯すのに手を貸すことを強

要して，次のように命令する。
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一一一Deshabilletoi-meme cette petite削除， dit Saint-Florent a la住isteJustine; c'est de ta 

main que je veux la recevoir . .. (・…)(N) 6) 太字強調は宮本

また Nの加筆部に登場する，泥棒宿の亭主デテルヴァルは彼の犯罪にジュスチーヌを巻き込

もうとして次のように言う。

Je me p1ais a vous faire partager le mal， sans que vous puissiez l'empecher; j'aime a vous 

enchainer par vertu au sein du crime et de l'infamie; (N)η 太字強調は宮本

リベルタンたちはけっしてジュスチーヌを仲間にしようと思っているわけではない。彼らは

ジュスチーヌと悪を共にしようというのではなく，彼女に悪を共にさせようというのである。

彼らはジュスチーヌを単に欲望の対象，犠牲者とするだけでは満足せず，彼女を使いさらに別

の犠牲者を生み出し，犯罪の繁茂を図ろうとするのだ。欲望の対象であると同時に，媒介とし

て彼女を機能させることで，新しい犯罪の文脈を構築しようとするのである。

かつては， リベルタンの語る言説， あるいは彼らが主語となって犯罪を実現させる文章と

対立する，美徳を語る文の話者であり， かつ主語=主体であったジュスチーヌが，悪徳の言

説のなかに取り込まれてゆく時 Nの作品世界は悪徳、を権力とする規律・訓練がすみずみま

でゆきわたった世界，リベルタンと異質のものの存在がまったく不可能な世界となる。こう

した陛界において，ジュスチーヌは時として，リベルタンと快感まで共にさせられてしまう。

Iにおいて，また Mの途中まで，さらには Nの始めの部分においても，彼女はリベルタンた

ちから邪な愛撫を受けようとも，苦痛をもって応えることでこれに異議申し立てをしている

((Mais la nature n'avait encore rien dit au caur naif de notre interessante orpheline (Justine): 

froide， insensible a toutes les entreprises essay白ssぽ elle，elle ne repondait que par des soupirs 

et des larmes aux efforts multipli吾sde ces tribades. (...) Tout fait horreur a Justine; rien ne 

l'emeut， tout 1凶 repugne.)N8)括弧内は宮本による)。ところが， M の中程でリベルタンの愛

撫に快感を覚えることをみずからに禁じ得ないジュスチーヌは((on me mit en feu. . . plus je 

me defendais， mieux j' etais contenue;) M) 9) ， Nの中程になると，もはやリベルタンと自分を隔

てる独自の反応ができない。

Justine decharge ma1gre elle; (...) et la putain (Victo出le)，entouree de plaisir， perd son foutre 

avec des cris， des blasph釦leset dans convulsions bien dignes d'une libertine comme elle. 

(N) 10) 括弧内は宮本による
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上の引用1;):，.ヴイクトリーヌというリベルチーヌと，この女の慰みものとなったジュスチーヌ

の様子を描写したものであるが，快楽に対してリベルチーヌと同じ反応を見せるジュスチーヌ

にはもはや，悪徳に対して主張すべき独自の価値，それを支える知を持ち得ない。しかも，

ジュスチーヌがリベルタンと異質の知を持ち得ないということは，彼女がリベルタンと同ーの

力を持つということではない。快感に達するのが (malgreelle)である以上，彼女はリベルタ

ンにより強く，より根本的に屈伏させられているということであり，リベルタンに対する従属

がより抜き差しならないものになっているということなのである。このようにジュスチーヌは

テクスト聞においてのみならず， Nというひとつのテクスト内でも変化しており，改稿に

伴って，そしてさらに Nの物語の展開に伴って，悪徳の規律・訓練が浸透してゆくさまを見

せているのだ。そしてそれが，リベルタンの犯罪を語る表の物語を裏から支えるネガティヴな

もうひとつの物語を形成しているのである。

興味深いのは，こうしたジュスチーヌ自身の変化に関する書き換えをサドが意識的に行って

いるとは思われないことである。生前発表されなかった Iの原稿をサドが読み直しながら書い

たと思われる，原稿の余白の註11)や， Nのための覚え書き (Centonze notes pour la Nouvelle 

]ustine} 12)等を見ると，ジュスチーヌが受けるべき不幸な出来事やリベルタンたちの奇想天外

で残忍な行為を増やしてゆくことにはサドは意欲的であるものの，ジュスチーヌという人物そ

のものの意味を変化させる意図は窺えない。したがって，ジュスチーヌの変質はテクストを書

くサドのエクリチュールを通してのみ可能になったことであろうと考えられるのである。こう

した予想を裏付けるものとして，ジュスチーヌが贋金造りロランに首を絞められるというエピ

ソードの記述を取り上げたい。

1， M， Nいずれのテクストにおいても物語のかなり終わりの部分で，ジュスチーヌは助けて

やった贋金造りから暴行されたうえ，牛馬のように働かされる。 M，Nの贋金造りロランに

は，他人の首を絞めること，あるいは自分の首を絞めてもらうことで快感を味わうという趣味

があり，ジュスチーヌは M，Nのいずれにおいても彼に首を絞められる。以下の引用はジュ

スチーヌ自身の語りによる Mからのものであるが， Nにおいても話者の変更による人称の変

化以外は，ほぽ同様の表現で，この時ジュスチーヌが感じたことがロランの情欲と共に記述さ

れている。

(...) peu a peu mon organe s'eteint; les serrements alors deviennent si吋sque mes sens 

a'affaiblissent sans perdre n旬nmoinsla sensibilite; rudement secouee par le membre 

enorme dont Roland dechire mes entrailles， malgre }'affreux etat dans lequel je suis， je 

me sens inondee des jets de sa luxure; (...). (M) 13) 太字強調は宮本
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Mにおいて，この時「恐ろしい状況にも拘らず」味わった感覚に，語者ジュスチーヌは明確な名

称、を与えることを控えているが，そのことについて，すぐに彼女とロダンは言い合いをする。

一一一Ehbien! The玲se，me dit mon bourreau， je gage que si tu etre vr直ie，tu n'as senti 

que du plaisir? 

一一-Que de l'horreur， Monsieur， que des degouts， que des angoisses et du d白es-

pOlr. 

一一-Tu te trompes， je connais les e佐 tsque tu viens dモprouver，mais quels qu'i1s aient 

邑te，que m'importe， tu dois， je I'imagine， me connaitre assez po町在trebien sure que ta volup-

te m'imquiをte白血世間ntmoins que la mienne dans ce que j'entreprends avec toi， (...). (M) 14) 

太字強調は宮本

ここでテレーズと呼ばれているのはジュスチーヌの偽名である。この言い合いは何の解説もさ

れないままこれで打切りになるが，このエピソードに先行する Iの物語すべてと Mにおいて

もまだ保持されているジュスチーヌの人物像，とりわけ彼女の差恥心の強さを考慮に入れて読

むならば，ここにおいて彼女が味わった感覚として，少なくとも自覚しているのは額面通り，

「恐怖」と「嫌悪感J，r苦痛J，r絶望」だけであり，それ以外はみずから容認しがたいものな

のだと判断される。だからこそ r快楽」を認めようとしないジュスチーヌに向かつてロラン

は「おまえは間違っている」と言っているのであるが，ここにおいてロランにとって彼の意見

の正しさを保証するものは彼自身の感覚からの類推だけとなっている。したがって，ここに読

み取れるのは r恐ろしい状況に拘らずJ r感覚を失っていない」ジュスチーヌが「恐怖」や

「苦痛」と共に知覚した ((sesentir)) ，おそらくは快感と，それに名称、を与えることを潔しと

しない彼女の道徳感，世界観のずれである。彼女にとって， リベルタンと快感を共にすること

そのものが「恐怖」なのであり r嫌悪感」を掻きたて，彼女を「苦痛」と「絶望」の底へと

突き落とすのである。このように M においてすでに彼女自身が，みずからの世界観に一致し

なくなり始めているのであるが，それでも語りのなかでこのずれを修正しようとしており，こ

の修正のうちに悪徳に対する美徳のささやかな抵抗を認めることができょう。

ところが， Nの同じ部分を読んだ後で再びM のテクストにたち戻ると， M の語り手ジュス

チーヌによるこの修正がむしろ欺蹄のように思われ，美徳の形骸化を暴いているかのように読

めてくる。これはすなわち Nのテクストが，先に書かれた Mの解読に対しである方向づけを

与えうるようなものとなっているということである。前述の通り，首を絞められた時のジュス

チーヌの感覚についての記述は， NもM の記述とほとんど変わらないが，それに続くジュス
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チーヌとロランの言い合い，そこに差し挟まれる解説が，ジュスチーヌの主張を完壁に打ち砕

く。自分の主張の確証を手に入れたロランはもはや「おまえは間違っている」とは言わず，

「おれを顕すつもりか}5)と言う。

一一-Eh bien， Jus出e!1凶 ditson boぽreau，je gage que si tu veux etre vraie，知 n'assenti 

que du plaisir. 

Rien malheureusement nもtaitaussi sur: le con tout barbouill吾denotre h吾roine

d岳montraitl'assertion de Roland. Un instant elle voulut nier. 

一一一Putain!dit le scelerat， crois-tu m'en imposer， lorsque je vois le foutre inonder 

ton vagin? Tu as d岳chargムbougresse:l'effet est inevitable. 

一一-Non， monsieur， je vous jure! 

一一一Eh!que m'加porte!tu dois， je l'imagine， me connaitre assez poぼ色trebien certaine 

que ta volupte m'inq凶をte卸泊nimentmoins que la mienne dans ce que j'entreprends avec toi; 

(. . .). (N) 16) 太字強調は宮本

Nの読者は当然，これを悪の規律・訓練の発展という出来事として，先の引用例のリベル

チーヌと快感を共にしてしまったジュスチーヌの延長上に捉える。そして， Mのテクストを

この延長線を遡った地点に置いてみたくなるのだ。注目すべきは， M におけるジュスチーヌ

の主張の真偽ではなく，ジュスチーヌとロランの対立において，ロランの意見の方がM のテ

クストの行く末を先取りしているということ，すなわち， <le plaisir l'emporte sur la douleur) 17) 

という Nの原則に浸透されることになるジュスチーヌの変質がここで決定づけされているこ

と， しかもそれがNのテクストから振り返って見ることで明らかになるということである。

実際， Mのテクストを書いているサドが，まだ書かれていない Nの地点から M を振り返っ

て見ることは明らかに不可能であり， Nのジュスチーヌまでを考慮に入れて書いているとは

考えられないが，それにも拘らずこの M の記述から次のテクストへの伏線が見えてくる。し

かもこうした伏線は， Nのための覚え書きを書いているサドにははっきりと見えていないよ

うなのだ。つまりジュスチーヌの変化，彼女に見られる悪の浸透は，テクストにおけるエクリ

チュールの自己生産性によって実現されたと言うべきものであり，エクリチュールそのもの

が，みずからを悪の方へと方向づけし，みずからを先取りしながら白己増殖してゆくさまがこ

こに確認できるのである O ジュスチーヌに対して行われる悪の規律・訓練の物語は，まさにそ

の増殖運動のなかにあるだ。

Iから M，そして Nに至るテクスト問の変化，さらに Nの物語世界の展開は，こうして悪
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徳を中心にするひとつの円が，その規律・訓練の浸透によってその円周を拡大してゆく運動と

して読みとれるわけであるが，この円が大きくなればなるほど，悪徳の浸透力は強まり，中心

にいるリベルタンと円周上にいるジュスチーヌの立場の違いは聞いてゆく。 Nの物語の終幕

近く，リベルタンの一族がジュスチーヌに極度に残忍な暴行を加える場面が加筆され，この悪

徳の円が最大限に拡げられるように思われるが，この暴行がこれ以前に繰り返された移しい残

虐行為を凌駕しているのは，その暴行の具体的内容のみならず，犠牲者の肉体の在り方がこれ

までと違っているからである。

もちろん，ジュスチーヌがリベルタンの集団によって暴行を受けるのはこれが初めてではな

い。盗賊ラ・デュボワの手下たち，修道院の破戒僧たち，ジェルナンドやヴェルヌイユのグ

ループや乞食の群れによって，さんざん虐げられ，苛めぬかれてきたジュスチーヌの肉体は，

すでに想像を絶するような残虐行為を経験している。

Jerome (...) pince si fortement les tetons de Jusutine qu'elle jette une cri terrible; le co・

quin， poぽ lafaire taire， lui sangle cinq ou six coups de poing si vigoureusement dans les flancs 

qu'elle vomit tout ce qu'elle a dans le ventre. (...) 

n (Severino) dit， courbe Jusitine sur sofa， (.. .); le sup語rieur(Severino)， son braquemart 

enorme a 1a main， s'avance， et le presente au trou mignon;自poussesans mouiller，立 fait

breche; (...) 

Clement s'avance; (.ー)(N) 18) 括弧内は宮本

これは物語の中程に描かれた修道院のなかで，破戒僧たちがジュスチーヌに行なう暴行の場面

からの引用であるが，集団によって加えられる暴行の典型的なパターンを見せている O つまり

複数のリベルタンがジュスチーヌの肉体のあちらこちら，あるいは同じひとつの場所を，それ

ぞれの方法で攻撃し，彼女の肉体を占領する。こうした場面において，犠牲者の肉体は当然リ

ベルタンのものであり，リベルタンのなすがままであるが，それでも犠牲者の肉体はひとつの

単位として扱われている。身体の各所はジュスチーヌの肉体としてひとつのつながりをまだ

失ってはいなしミ。少なくとも，ジュスチーヌの胸を傷つけるジェロームは，悲鳴を挙げる彼女

の肉体の一部としてこれを攻撃しているものと思われるo

ところが終幕のカルドヴイルという裁判官の一族による暴行の場面では，ジュスチーヌの肉

体の各部分がぱらぱらに占領されてしまう。

一一-Voici comment， repondit Dolmus. n faut que nous l' entourions tous; que chacun 
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adopte ensuite une partie de son corps， et moleste cette partie; c'est-a-dire que nous 

aurons tous un num針。.et que， tour a to町， chacun fera lestement subir a la patiente la 
do叫eぽ dontil sera charge. (...) 

Les postes se prennent; et voici quelle en est la distribution. 

Cardo吋lles'empare de la sommite du t岳tondroit; Brumeton， son創s，de la racine; le 

gauche est occupe de meme par Dolmus et son fils; Nicette demande le clitoris; Zulma les 

babines du con; (・ー)(N) 19) 太字強調は宮本

肉体は，生きているにもかかわらず，こうして蹄分けするかのようにして分配され，全体とし

てではなく部分部分として傷つけられる。

Dolmus 1凶arrachel'oreille; Cardo吋lle1凶faitune incision dans le teton droit; Brumeton eg-

ratigne le gauche; Nicette enfonce， deux fois de suite， la pointe d'un canif dans la fesse droite; 

sa saur coupe un morceau de la gauche; Volcidor，訂med'une boule qui presente des pointes 

de toutes p紅ts，en chatouille assez longtemps l'interie町 ducon; La Rose pique une veine a la 

cuisse gauche; (...) (N) 20) 

もはやここにおいては，連脈のない部分部分があるだけで，ジュスチーヌの肉体というひとつ

の全体は成立不可能になっている。一切れのステーキになってしまった肉が一頭の牛全体をも

はや想起させることがないのと同様，テクストのなかで生きたままばらばらに弄ばれている耳

や胸，腿は，一個の肉体という概念，一個の生命という概念を否定するものだ。とりわけ，こ

うした分割の途中に，ジュスチーヌを主語とする文はおろか，ジュスチーヌという名前さえも

差し挟まれることがないために，部分を統合する可能性が完全に断たれてしまっている。ここ

でリベルタンが傷つけているのはもはやジュスチーヌというひとつの全体ではなく，耳であ

り，胸であり，腿であるといった，諸々の物体である。すでに快感の主体でなくなっている

ジュスチーヌは，ここにおいて苦痛の主体，生命の主体という資格さえ奪われ，部分をひとつ

の肉体として統合する当然の権利さえも剥奪されている。美徳の主体ではなくなっていたにせ

よ，ジュスチーヌがジュスチーヌであることの最後の根拠であるはずの肉体までが，リベルタ

ンの破壊的な欲望に浸透され尽くし，その統一性を否定された形で，完全に所有されているの

である。『監獄の誕生』において r旧体制下の刑事司法の極点は，国王殺害者の肉体を無限に

切り刻むことであった。それはすなわち，最大級の犯罪人の肉体に対して行なわれる最強権力

の顕示であり，その肉体の全面的破壊がその重罪を真実として明らかにすることになるの
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だ}1Jとフーコーは述べているが，リベルタンはむしろジュスチーヌの肉体が彼女のものであ

るという事態そのものを破壊する。ジュスチーヌといういわば犠牲者の代表，悪の規律・訓練

のもっとも典型的な対象の肉体から，そのあらゆる統一性を奪い，主体性が宿りうる場所を不

可能にしてしまうことが，リベルタンの最高権力の顕示となっている。

リベルタンたちがジュスチーヌを繰り返し:暴行すること，サドがそれを繰り返し書くことか

ら可能になったこの場面は，リベルタンによるジュスチーヌの完壁な所有という極限的な記述

内容を，もっともそれに相応しい記述方法で描きだしていると言えよう O

4 

Nのジュスチーヌはこれまで見てきたようなやり方で， リベルタンたちが行なう悪の規

律・訓練の最良の生徒であることを全うするが，それではリベルタンたちの方は常に主体であ

ることを全うしていると言えようか。彼ら自身がこのまなざし，この規律・訓練の対象になる

ことはないのであろうか。そしてまたまなざしはリベルタンの欲望を十全に満たす装置となっ

ているであろうか。

すでに第一章で指摘したことであるが， Nにおいてはほとんどすべてのリベルタンカ斗夫楽

の行為の一環として，またみずからが主人であるということを保証する行為として犠牲者を観

察している(((...)et， le pr邑lat，une lorgnette a la main， examine tout avec la plus scrupuleuse 

attention.) 1) ((...) ses yeux noirs et mechants la consid邑raient.)2) etc，.)。しかし，観察するリベ

ルタンも，三人称で語られる小説の人物である限りにおいて，観察状態に置かれざるを得な

い。物語の局外の語り手が語る以上，この語り手がみずからのまなざし，知の及ぶ範囲を作品

世界に対して自由に想定することができるのは当然のことであり，見ることの絶対的主体であ

ろうとするリベルタンのまなざしを余すところなく語ろうとするならば，同等あるいはそれ以

上のまなざしをリベルタンに注がねばならないのも，これまた至極当然のことである。リベル

タンをパノプチコン的構造の中心に据え，この構造の機能をくまなく語るには，語り手のまな

ざしもこの構造にくまなく浸透し，さらに.これを凌駕していなければならない。

しかしながら，この局外の話者が情報の量においてリベルタンと同等あるいはそれ以上であ

るのは当然であるとしても，情報の質まで同じ必要はないはずである。

いずれのテクストにおいても，放蕩貴族ブレサックと下男の男色行為を目撃してしまった

ジュスチーヌは，そのことを彼らに知られ，縛られたうえ暴行を受ける。例によって， 1では

リベルタンのまなざしはテクストには現われず，彼らの行為がその受け手であるジュスチーヌ

の立場から簡単に語られているだけであるが'3)同じくジュスチーヌによって語られる M に
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おいては，被観察者ジュスチーヌの目に，観察するリベルタンのまなざしが映っている(<les 

scelerats s'arnu詑rentde cette posture， ils m'y consideraient en s'applaudissant.) M4)太字強調

は宮本)。しかしくvoir)することはできても， (regardeoすることはできないジュスチーヌに

は自分にまなざしが注がれていることは分かっていても，そのまなざしの見方，つまり知まで

は測ることはできない。観察するリベルタンのまなざしが十全に語られるには，ジュスチーヌ

といういわば盲目の目から解放され，リベルタンのまなざしと同等あるいはそれ以上の知に基

づいたまなざしによって観察される Nを待たねばならない。

Plus cette malheureuse sou佐官 etplus nos jeunes gens paraissent se divertir du spectacIe. 

lls la contemplent avec volupt吾 ilssaisissent avec empressement， sur son visage， chacune 

des contorsions que lui arrachent ses brulantes angoisses et modelent leur affreuse 

joie sur le plus ou le moins de violence observee dans ces contorsions. (N) 5) 太字強

調は宮本

しかし，この記述によって明らかになるのはリベルタンが犠牲者をどのように眺めているかと

いうことだけではない。 Nの話者が観察者リベルタンをどのように観察しているかというこ

とも読み取ることができる。すなわち， r (リベルタンによって)観察された痩繁の激しさ」と

r彼らのおぞましい悦び」が比例関係に置かれて語られているが，こうした言表が成立するの

は，観察するリベルタンのまなざしと同質のまなざしがリベルタンを観察しているからである

ということが予想されるのだ。

実際，子供が泣くのを見るのが何よりの楽しみであるという((son unique passion consistait 

a voir pleurer les enfants qu'on lui procぼait.)N) 6>， Nの徴税請負人デュブールの顔の筋肉はこ

の予想を裏切らない。いずれのテクストにおいても，ジュスチーヌはデュブールのもとに助力

を求めて訪れ，不幸な身の上を物語る。いずれにおいても，彼女の話を聞く彼の様子が描写さ

れるが，ジュスチーヌによって語られる 1，M においては，デュブールは「注意深く J ((Apr白

m'avoir ecoutee avec assez d'attention， M. Dubourg me demanda si j'avais toujours ete sage.) 

1) 7)，あるいは「ひどくぼんやりとした様子でJ ((Apres m'avoir ecoutee avec beaucoup de dis-

traction， M. Dubourg me demanda si j'avais toujours ete sage.) M) 8) 彼女の話を聞いているだけ

である。これに対し Nの語り手は r眼鏡を手にして」犠牲者を観察するこのリベルタンを，

「注意深く観察」してみせる。

Dubourg岳taita peindre pendant ce recit. Commencant a s'echauffer poぽ cettejeune 
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personne， il se br副社otaitd'une main sous sa robe de chambre， braquant de l'autre une 

lorgnette sur les attraits offerts a ses regards. En l'observant avec attention， on 

distinguait les gradations de la lubricit毛contournergraduelIement les muscles de 

sa vieille figure， en raison du plus ou du moins de pathetique que mettait Justine a 

se plaindre. (N) 9) 太字強調は宮本

ここにおいてテ守ユブールがジュスチーヌについて行なっている観察は彼自身の反応を通してし

か語られておらず，情報の量はほとんど彼自身に対する観察によって占められているが，注目

すべきは，デュブールに注がれる局外の話者のまなざしが，先の Nの例においてジュスチー

ヌに注がれるブレサックのまなざしとまったく同質であるということである。苦痛によって

ジュスチーヌの顔に現われる痩撃のひとつひとつを食い入るように見詰めているブレサックの

まなざしと同質のまなざしが，情欲によってデュブールの顔に現われる筋肉の歪みのグラデー

ションを悉さに捉えている。同質とはすなわち，苦痛や快感といった感覚を肉体に現われる引

きつりや痩撃，歪み等，肉体の形を変形させる運動として捉え，その運動に， i斬進的あるいは

比例的なリズムを与えているという点においてである。しかもこの Nの話者は，彼の顔につ

いての観察内容だけを叙述するのではなく r観察すれば，見抜ける」という表現を使うこと

で，彼を観察するまなざしの存在を同時に示すのだ。リベルタンに対する犠牲者と同様な観察

状態にリベルタン自身が置かれていることを，この語り手は表しているのである。ここにおい

て，この語りはデ、ュブールの真の姿を見抜けないジュスチーヌの盲目性を浮き彫りにするため

のレトリックを超えて，パノプチ 7クなまなざしの本質を見せているように思われる。すなわ

ち，まなざしの絶対的主体であろうとするリベルタンも，このひとつのまなざし，ひとつの知

の浸透した作品世界においてはこのまなざし，この知に浸透された存在であるのだということ

をこの語りは垣間見せているように思われるのだ。パノプチコンの権力がある人格のなかにで

はなく，そのシステムのなかにあるのにも似て，観察するという営為が人格あるいは人物のタ

イプに付随する行為というよりも， Nの物語を展開させる自動的なシステム，装置となり実

はリベルタンを動かしてさえいるのである。

とはいえ，よしんばリベルタンがまなざしという装置の真の主体ではないにせよ，対犠牲者

という関係において，まなざしがリベルタンの権力の保証であり，権力の行使そのものである

ことには変わりはない。まなざしが人と人を権力者と犠牲者に分けるという機能を果たしてこ

とには変わりない。しかし，このまなざしが人間という範障から外に向けられた時，事情は変

わってくる。

すでに 1，Mにおいて，ほとんどすべてのリベルタンたちは犯罪を正当化するにあたって，

，y ，.:....，:j日起辿出会
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「破壊的な自然」を援用している。彼らによれば「自然」というのは大きな柑塙のようなもの

であり，そこに投げ込まれるすべてのものは破壊され，形態を変えて再生されるのであり，人

間もその形態のひとつにすぎない。しかるに殺人も真の破壊ではなく，人の形態を変えるだけ

であるから，犯罪にはなりえず r自然」の営為を手伝っているようなものであるというのが，

大方の論旨である。つまり「自然」とは，制度や文化，宗教といった人聞が作りだしたものを

超越する創造主，あるいは破壊者という意味であり r自然」はリベルタンたちの拠り所であ

ると同時に限界でもある。しかし， 1， M においては，彼らにこれを限界と捉える意識はほと

んど見られない。それはすなわち， 1，-Mにおいてリベルタンたちは，自分たちを「自然」の

一部と見倣すことで r自然」を対象化していないからである。ごれに対¥:." Nにおいて「自

然J は観察の対象になってゆく。リベルタンのまなざしがやがて「自然」にも注がれるように

なる。クール・ド・フェールは M，Nのいずれにおいても，ソドミーを正当化するために

「自然」を援用するが， Nの加筆部において r自然を研究する者J ((ceux q凶陀tudient)) 10)と

いう言葉を用いている。また 1，M， Nいずれにおいても，ブレサックは宗教を否定するにあ

たり，やはり「自然」を援用するが， Mの加筆部において「観察者の哲学的精神にとって宗

教の屈理屈などに何の重要性があろう J ((de quel poids doivent etre ces raisons sur un esprit 

examinateur et philosophe?) M) 11) という表現が使われ，さらに Nの加筆部においては，この

「観察者の哲学的精神」が捉えた「自然J，すなわち「宇宙を構成している無限に変化してやま

ない組合せがもたらす物質と作用のとてつもない多様性J ((1'泊nnensevariete des mati色reset 

des effets que peuvent produire des combinaisons diversifiees a l'in血U，dont l'univers est l'assem-

blage;) N) 12)について言及されている。

このように Nのリベルタンたちがまなざしを犠牲者以外のものにも向けるようになってい

るのは，彼らの犯罪への欲望が人的範曙を超えてしまったからであると思われる。 Nの破戒

僧ジェロームは言う。

Je suis loin de me borner a quelques depravations partielles: je ne veux pas que l'on soit 

simplement libertin， ivrogne， voleur， impie， etc.; j'exige qu'on essaie de tout， qu'on se 

livre a tout， et toujours preferablement aux ecarts qui paraissent les plus monstrueux， 

P紅白 quece n'est qu'en etandant la sphere de ses desordres que l'on doit necessairement 

parvenir plus tot a la dose de felicite promise dans le desordre. (N) 13) 太字強調は宮本

犯罪の領域を果てしなく拡げ，みずから人間的条件を凌駕してしまったリベルタンたちの欲望

の行き着く果てが，制度や文化といった人的範噂の外にあるとされる「自然、」であるのは当然
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であり，リベルタンの欲望のまなざしは必然的に「自然」に向けられてゆく。こうした方向

性の極点に登場するのが化学者アルマニである。彼は悪を「自然」の唯一の要素と見倣し

((Ne dirait-on pas (...) que le mal ne soit son UJ判ueel釦lent(. . .)?) N) 14)，その秘密を探るため

に「自然」を観察する。しかし研究を重ねた結果，彼にわかったのは「自然」の秘密を掴むこ

との不可能性 r自然」を観察の対象とすることの不可能性である。

Mais 1a putain (Ia nature) s'est moquee de moi， ses ressources l'emportaient sur les miennes; 

nous luttions trop inega1ement. En ne m'offrant que ses effets， elle me voilait toutes 

ses causes. Je me suis donc restreint a l'imitation des premiers; ne pouvant devin-

er le motif qui placait le poignard en ses mains， j'ai su lui ravir l'arme， et m'en suis servi tout 

comme elle. (N) 15) 太字強調は宮本

実際，彼に見ることができるのは「自然」の力の現われた‘けである。見るべきものの究極であ

る「自然」の動機は観察者アルマニのまなざし，彼の力の及ぶところではなかった。 (voir)の

対象にはできても，本来の意味で (reg訂der)の対象にすることはできない「自然」にまなざ

しを向けることによって r自然Jはより強大でより謎めいたものとして彼の前に立ち現われ，

彼をより大きく凌駕する。「自然」の根源的な力を我がものにできず，その現われをなぞるこ

としかできないというアルマニにとって，これまで行なってきた悪事のすべてが真の犯罪では

なく r自然」の模倣， しかも現われとしての「自然」の模倣にすぎなくなる。リベルタンの

まなざしは，これまで犠牲者に対して彼が主人であることを保証するものであったが，ここに

おいて彼のまなざしは r自然」をリベルタンにとって模倣すべき手本，手のうちを明かして

くれない主人として，そしてリベルタンみずからをその模倣者，悪の規律・訓練の生徒として

認識させるものとなっているのだ。

リベルタンたちが，いわば「自然」を背景にして r自然」に寄り掛かつて，まなざしを犠

牲者にのみ投げ掛けていた時には彼らの拠り所であった「自然」は，リベルタンが向きを変え

て「自然」に対峠する時，彼らのまなざしの前に真の犯罪を犯すことの不可能性の明証とし

て立ちはだかる。実際 r自然」に対峠した Nのリベルタンたちはあちらこちらで真の犯罪の

不可能性，悪の絶対的主体となることの不可能性を嘆いている。破戒僧ジ、エロームの苦しみ

((tout ce que nous faisons ici n'est que l'image de ce que nous voudrions pouvoir f:泌氏 etl'im-

possibi1ite d'outrager la nature est， selon moi， le plus grand supplice de 1'homme.) N161， 

太字強調は宮本)も，これまでのいわば人間の聞における犠牲者に対するリベルタンとし寸立場

から r自然」に対する人間というより大きな尺度の中でみずからを捉え直したことに由来するも
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のである。同様の苦しみを嘆くリベルチーヌのドロテは，真の犯罪を次のように描きだす。

(...) je sou飴epeut-etre encore plus que vous de la mediocrit岳descrimes dont la nature me 

laisse le pouvoir. 11 n'y a， dans tout ce que nous faisons， que des idoles et des crea-

tures d'offensees: mais la nature ne l'est pas， et c'est elIe que je voudrais pouvoir 

outrager. Je voudrais deranger ses plans， contrecarrer sa marche， arreter le cours des 

astres， bouleverser les globes qui flottent dans l' espace， detruire ce qui la sert， proteger 

ce qui lui nuit， edifier ce qui l'註rite，l'insulter， en un mot， dans ses auvres， suspendre tous 

ses grands e飴ts;et je ne puis y reussir. (N) 17) 太字強調は宮本

ここにおいて，リベルタンの欲望のまなざしの前にもはや犠牲者の姿はない。虚空を脱むこの

まなざしにとって，これまで犯してきた罪のすべてが模倣となり，幻影となって背後に消えて

ゆく。そしてリベルタンたちが真の犯罪者の模倣者となる時，彼らの犯罪を書いてきたサドも

また真の創造主の模倣者となる。行なうべきすべて，書くべきすべてが，手の届かない虚空に

ある。このドロテの嘆きに対するブレサックの答えもそれを追認するものである。

ー一一Voilace q凶 prouvequ'il n'y a point de crime， dit Bressac; le mot ne conviendrait 

qu'aux actions qu'etablit ici Dorothee， et vous voyez qu'elles nous sont impossibles: vengeons-

nous-en sur ce qui nous est offert， et multiplions nos horreurs， ne pouvont les am副orer.

(N) 18) 太字強調は宮本

かつて 1，Mのジュスチーヌの語りにおいては， リベルタンの悪事の諸々の現実を隠しつつ示

すしるしであった「犯罪という言一葉J (<!e mot>)が，ここにおいては不可能と同じ意味にな

り， リベルタン=サドを拒むと同時に魅了する。この言葉を満たす行為を行なうことがリベル

タンの永遠の欲望となり，それを書くことがサドの永遠のテーマとなる。

注目すべきは，秘密を掴み得ない「自然J，凌辱し得ない「自然」の大きさとその多様性が測ら

れたのが，他でもなく，観察の対象，犯罪の対象にしようとこの「自然」にリベルタンのまなざ

しを向けたからであり，だからこそ，この「自然」と対峠すべく r犯罪」の意味も飛躍的に変化

したのだということである。そしてリベルタンの犯す悪事が甚だしいものであればあるほど，ま

た複雑なものであればあるほど，これを模倣として否定しうる rdl:!.罪」と「自然」は複雑繁茂を

極め，その大きさは広大に拡がってゆく。リベルタンがこれまで、行ってきたことの一切を無効と

し，またサドがこれまで書いてきたことの一切と決別しようとするまさにその時に r犯罪」と
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「自然」とが，無限に変化してやまないその多様性のなかで，無限の大きさに膨らむのである。

まなざしによる支配という 18佐紀の考案した，おそらくは最大級の人的な力が，ひとつの小

説世界においてリベルタンというその可能性を最大に発障しうる媒介を得ることで，自然、と対

峠し，その結果，人的な力の表現である犯罪とその外にある自然が共に前代未聞の無限性を

もって描きだされた。まさにそのことこそが，この小説をしてサドの真の創造とならしめてい

るのである。
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